
（１）　講師　　毛利博文さん

（２）　日時　　令和３年６月12日（土）　８時30分から

（３）　概要

（４）　感想・考察

　〈 事 業 内 容 〉

趣旨・目的
成人学級の一環として、地域を花で飾ろうと「花いっぱいガーデニング」を行う。

対　象 一般地域住民・公民館 参加人数 33人

ホームページアドレス

事業分野 Ｂ　地域づくり 事業名 花いっぱいガーデニング

様式１ ちょっと自慢の公民館活動

市　町　名 八幡浜市

公民館名
喜須来地区公民館

地区館

連絡先（℡） ０８９４－３６－２８３６

梅雨の合い間をみて、早朝より成人学級の一環として、
地域を花で飾ろうと「花いっぱいガーデニング」を、須川三
叉路と神越地区の住宅地付近の２か所で行いました。
須川三叉路は、信号を待つ間、束の間の心を癒してくれ、
神越地区の花壇は、朝夕の散歩をする人たちに人気です。
成人学級生33名（婦人会・老人クラブが中心）が、久しぶ
りの再会で会話を弾ませ、和やかな雰囲気で植え付け作業
を行いました。
花は、ジニア（花言葉は、遠い友を思う・注意を怠るな）と
ポーチュラカ（花言葉は、いつも元気・真夏の暑さにも負け
ず）の２種類の植え付けました。花壇は前もって堆肥と中耕
除草をしていたので、作業はスムーズにはかどりました。

植え付けにあたり、ジニアとポーチュラカとのバラ
ンスの取り方について、学級生が意見を出し合いな
がら、和やかな雰囲気で作業を行いました。
新型コロナの中で、「こんな時期だからこそ、みん
なが元気を出して明るくなってほしい」「ただ会話す
るだけで笑顔になれる」と思いを口にしつつ、夏の
暑い日照りにも負けずに育ってくれることを願いな
がら作業を終了しました。

【皆さんの幸せを願って】

【元気を出して明るく】


